
理
事

永
和
周
辺
の
貸
館
ニ
ー

ズ
を
調
査
中
で
あ
り
、
加
え
て

現
市
民
会
館
や
荒
川
庁
舎
跡
地

を
活
用
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
地

元
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
取
り

組
み
を
進
め
た
い
。

－

旭
町
庁
舎
は

保
存
し
活
用
す
べ
き－

問

旭
町
庁
舎
は
日
本
の
近
代

モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
代
表
す
る
建
築

家
の
坂
倉
準
三
氏
が
手
が
け
た

価
値
あ
る
建
築
物
で
あ
り
保
存

を
望
む
声
が
多
い
。
ま
た
市
の

景
観
形
成
基
本
計
画
で
も
保
存

活
用
を
明
記
し
て
い
る
。
旧
枚

岡
法
務
局
跡
の
活
用
も
含
め
る

こ
と
で
選
択
肢
も
広
が
り
費
用

削
減
や
計
画
も
見
直
せ
る
。
計

画
を
再
検
討
す
べ
き
。

理
事

新
庁
舎
建
設
と
現
庁
舎

耐
震
化
及
び
大
規
模
改
修
経
費

は
大
差
な
く
、
維
持
管
理
費
を

考
え
る
と
新
庁
舎
建
設
が
経
済

性
、
効
率
性
で
有
利
で
あ
る
。

－
上
下
水
道
局
の
新
庁
舎

建
設
は
理
念
示
し
再
考
を－

問

上
下
水
道
局
の
新
庁
舎
建

設
設
計
の
予
算
提
案
は
唐
突
。

大
規
模
災
害
想
定
の
防
災
計
画

の
中
で
の
位
置
付
け
や
役
割
と

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
や
他
部

署
と
の
連
携
な
ど
、
基
本
理
念

を
し
っ
か
り
立
て
、
市
民
理
解

を
得
て
検
討
し
直
す
べ
き
。

上
下
水
道
局
経
営
企
画
室
長

新
庁
舎
建
設
に
よ
り
水
道
庁
舎

の
耐
震
対
策
の
み
な
ら
ず
危
機

管
理
対
応
能
力
や
防
災
力
の
向

上
が
図
れ
る
。
耐
震
化
計
画
の

目
標
達
成
に
向
け
早
期
に
整
備

を
実
現
し
、
市
民
の
安
全
、
安

心
を
守
っ
て
い
き
た
い
。

－

国
保
料
の

負
担
軽
減
に
つ
い
て－

問

二
〇
一
三
年
度
の
本
市
の

国
保
料
は
、
所
得
二
百
万
円
の

四
十
代
夫
婦
・
子
ど
も
二
人
の

四
人
世
帯
で
年
間
約
四
十
九
万

五
千
円
と
府
下
ト
ッ
プ
。
同
じ

世
帯
構
成
で
高
槻
市
は
約
三
十

万
円
と
大
き
な
差
が
あ
る
。
負

担
率
上
限
の
設
定
及
び
所
得
減

少
世
帯
や
多
人
数
世
帯
等
へ
の

減
免
制
度
の
拡
充
な
ど
す
べ
き
。

市
民
生
活
部
長

世
帯
に
お
け

る
保
険
料
の
負
担
割
合
が
大
き

い
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
。

軽
減
策
に
つ
い
て
は
大
規
模
シ

ス
テ
ム
改
修
時
期
と
合
わ
せ
て

実
施
を
考
え
て
い
る
。

－

認
可
保
育
所
の
整
備
で

待
機
児
童
の
解
消
を－

問

待
機
児
童
の
解
消
は
本
市

の
焦
眉
の
課
題
。
認
可
外
保
育

所
の
保
育
事
故
報
告
か
ら
も
小

規
模
保
育
は
安
全
面
で
疑
問
が

残
る
。
本
市
は
認
定
こ
ど
も
園

や
小
規
模
保
育
整
備
で
待
機
児

童
解
消
を
図
る
方
針
だ
が
、
認

可
保
育
所
の
整
備
を
基
本
に
待

機
児
童
解
消
を
図
る
べ
き
。

子
ど
も
す
こ
や
か
部
長

幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
や
小
規

模
保
育
施
設
に
つ
い
て
質
の
担

保
策
を
議
論
し
て
い
る
。
ま
た

待
機
児
童
の
約
八
十
六
％
が
〇

歳
〜
二
歳
児
で
あ
り
、
既
存
の

保
育
所
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
な
ど
を
有
効
活
用
し
待

機
児
童
解
消
を
図
る
。

－

東
大
阪
市
立
総
合
病
院－

問

平
成
二
十
三
年
四
月
か
ら

閉
鎖
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い

る
呼
吸
器
内
科
に
お
い
て
は
、

平
成
二
十
二
年
度
に
お
い
て
患

者
利
用
者
数
は
約
一
万
二
千
人

お
ら
れ
、
入
院
の
利
用
率
も
百

十
・
九
％
と
高
い
水
準
で
推
移

し
て
い
た
。
市
の
総
合
病
院
の

責
務
と
し
て
、
呼
吸
器
内
科
の

再
開
は
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ
る

か
と
思
う
が
、
医
師
の
募
集
方

法
、
募
集
内
容
、
ま
た
今
後
の

展
望
も
あ
わ
せ
て
所
見
を
伺

う
。

総
合
病
院
事
務
局
長

大
学
医

局
の
要
望
や
派
遣
条
件
な
ど
に

柔
軟
な
対
応
を
行
い
、
系
列
大

学
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー

ト
を
確
保
し
、
専
門
医
を
集
約

さ
れ
て
い
る
大
学
医
局
へ
の
粘

り
強
い
働
き
か
け
を
今
後
も
行

っ
て
ま
い
り
た
い
。

－

市
民
会
館
に
つ
い
て－

問

新
市
民
会
館
は
市
民
の
皆

様
の
兼
ね
て
か
ら
の
待
望
で
あ

る
。
お
子
さ
ん
か
ら
ご
高
齢
の

方
ま
で
文
化
に
親
し
む
こ
と
の

で
き
る
事
業
が
実
施
で
き
る
よ

う
、
ソ
フ
ト
面
の
検
討
を
進
め

る
と
と
も
に
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

や
オ
ペ
ラ
の
公
演
が
で
き
る
市

民
会
館
と
し
て
、
大
阪
府
内
で

は
東
大
阪
市
に
し
か
で
き
な
い

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
立
派
な
新

市
民
会
館
に
す
る
べ
き
だ
と
思

う
が
、
そ
の
所
見
を
伺
う
。

社
会
教
育
部
長

新
し
い
町
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

文
化
、
芸
術
の
創
造
と
発
信
の

拠
点
と
し
て
、
ま
た
市
内
外
か

ら
多
く
の
来
訪
者
を
迎
え
る
よ

う
な
魅
力
あ
る
施
設
に
す
る
よ

う
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

－
大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
南
伸－

問

南
伸
区
間
に
あ
た
る
東
部

大
阪
地
域
に
は
、
も
の
づ
く
り

技
術
を
持
つ
中
小
企
業
が
集
積

し
て
お
り
、
産
業
活
動
の
増
進

に
も
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
さ

れ
て
い
る
。そ
こ
で
、本
市
に
と

っ
て
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ

る
モ
ノ
レ
ー
ル
南
伸
に
つ
い
て
、

今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で

い
く
か
、
意
気

込
み
も
含
め
て

所
見
を
伺
う
。

経
営
企
画
部
長

本
市
に
と
っ

て
市
域
南
北
方

向
の
基
幹
的
公

共
交
通
機
関
と

な
り
、
地
域
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

の
向
上
や
都
市

機
能
の
充
実
に

大
き
な
効
果
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
実
現
に
向
け
鋭
意
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

－

上
下
水
道
庁
舎

建
設
に
つ
い
て－

問

本
庁
舎
西
側
平
面
駐
車
場

に
上
下
水
道
局
庁
舎
の
建
設
を

予
定
し
て
い
る
と
聞
き
及
ん
で

い
る
。
本
市
に
は
平
成
二
十
五

年
十
一
月
に
策
定
さ
れ
た
「
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
基

本
方
針
」
が
あ
り
、
市
民
が
将

来
に
わ
た
っ
て
安
全
、
安
心
に

サ
ー
ビ
ス
を
享
受
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
公
共
施
設
の
整

備
、
維
持
管
理
、
運
営
を
行
う

と
な
っ
て
い
る
が
、
将
来
を
見

据
え
た
計
画
を
立
て
ら
れ
る
の

な
ら
、
平
面
駐
車
場
を
減
ら
す

こ
と
の
問
題
点
は
な
い
の
か
。

防
災
倉
庫
の
併
設
や
一
階
で
の

防
災
拠
点
の
設
置
を
計
画
し
て

い
く
良
い
機
会
と
考
え
る
が
、

当
局
の
考
え
を
示
せ
。

市
長

上
下
水
道
局
庁
舎
を
建

設
す
る
に
伴
い
、
防
災
倉
庫
の

併
設
や
一
階
で
の
防
災
拠
点
設

置
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
の
交

付
金
の
関
係
も
あ
る
が
、
将
来

的
な
防
災
拠
点
の
観
点
も
視
野

に
入
れ
た
計
画
設
計
を
行
う
よ

う
指
示
し
て
い
く
。

－

生
活
保
護
受
給
者
に
対
す
る

代
理
納
付
制
度
に
つ
い
て－

問

住
宅
扶
助
は
、
家
賃
の
支

払
い
に
充
て
る
も
の
と
し
て
使

途
が
限
定
さ
れ
た
扶
助
で
あ
る
。

他
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
、

生
活
保
護
法
の
趣
旨
に
反
す
る

も
の
で
あ
り
、
的
確
に
家
賃
支

払
い
に
充
て
ら
れ
る
必
要
が
あ

る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
代

理
納
付
の
制
度
は
、
家
賃
滞
納

の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
と
い
う

家
主
へ
の
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
は

な
く
、
生
活
保
護
受
給
者
に
と

っ
て
も
、
家
賃
を
滞
納
し
、
住

宅
を
失
う
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
ま
た
行
政
に
と
っ
て
も
生

活
保
護
の
適
正
実
施
の
観
点
か

ら
、
扶
助
費
の
目
的
外
使
用
を

防
止
す
る
こ
と
は
当
然
必
要
な

こ
と
で
あ
り
、
住
宅
扶
助
の
代

理
納
付
を
積
極
的
に
推
進
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

現
在
の
取
り
組
み
状
況
と
今
後

の
方
針
を
示
せ
。

福
祉
部
長

民
間
住
宅
に
対
す

る
住
宅
扶
助
代
理
納
付
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
は
、
順
次
導
入

準
備
作
業
を
行
っ
て
き
て
お
り
、

平
成
二
十
六
年
三
月
分
の
住
宅

扶
助
か
ら
、
試
験
的
に
代
理
納

付
を
実
施
す
る
た
め
の
手
続
き

を
進
め
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

民
間
住
宅
代
理
納
付
は
様
々
な

効
果
が
あ
り
、
本
市
と
し
て
積

極
的
に
推
進
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
住
宅
費
な
ど
を
滞
納
し

た
生
活
保
護
受
給
者
に
対
し
て
、

滞
納
し
た
理
由
な
ど
を
詳
し
く

聞
き
取
る
こ
と
に
よ
り
問
題
点

を
的
確
に
把
握
し
、
生
活
改
善

の
援
助
、
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
住
宅
扶
助

代
理
納
付
を
実
施
し
て
い
く
。

－

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の

年
齢
拡
充
に
つ
い
て－

問

第
四
回
定
例
会
に
お
い
て

市
長
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
通
り

平
成
二
十
六
年
度
よ
り
子
ど
も

医
療
費
助
成
制
度
の
年
齢
を
小

学
校
卒
業
ま
で
拡
充
す
る
と
答

弁
さ
れ
た
。
私
ど
も
は
、
四
条

の
家
、
東
診
療
所
へ
の
税
金
投

入
約
三
億
円
の
財
源
を
、
未
来

の
世
代
に
投
資
す
る
こ
と
が
将

来
の
高
齢
者
福
祉
維
持
に
寄
与

す
る
と
の
信
念
か
ら
、
子
ど
も

医
療
費
助
成
拡
充
に
使
う
ほ
う

が
市
の
た
め
に
な
る
と
求
め
て

い
た
。
子
育
て
の
安
心
を
子
育

て
世
代
に
承
知
し
て
い
た
だ
か

な
く
て
は
い
け
な
い
、
そ
の
最

大
の
事
業
が
こ
の
子
ど
も
医
療

費
の
助
成
で
あ
る
と
確
信
し
て

い
る
。
隣
の
大
阪
市
は
先
駆
け

て
通
院
分
も
中
学
校
卒
業
ま
で

拡
充
し
て
お
り
、
是
非
検
討
す

る
価
値
が
あ
る
と
求
め
て
き
た

が
、
市
長
は
今
回
、
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
を
大
幅
に
上
回
る
規
模
の

事
業
拡
大
を
提
案
さ
れ
た
。
ま

さ
に
英
断
で
あ
る
と
高
く
評
価

す
る
が
、
今
回
の
提
案
内
容
を

詳
細
に
明
ら
か
に
せ
よ
。

市
民
生
活
部
長

子
ど
も
医
療

費
助
成
制
度
の
拡
充
内
容
に
つ

い
て
は
、
通
院
の
助
成
対
象
年

齢
を
現
行
の
小
学
校
就
学
前
か

ら
中
学
校
卒
業
ま
で
拡
充
す
る

も
の
で
あ
り
、
所
得
制
限
は
設

け
て
い
な
い
。な
お
、拡
充
に
よ

る
対
象
者
数
に
つ
い
て
は
、
約

三
万
五
千
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

－

中
央
環
状
線
西
岩
田
付
近
の

東
西
横
断
に
つ
い
て－

問

本
市
は
東
西
交
通
の
渋
滞

が
激
し
い
こ
と
が
町
の
発
展
の

阻
害
要
因
に
な
っ
て
い
る
。
と

り
わ
け
大
阪
瓢
箪
山
線
は
東
部

延
伸
が
優
先
さ
れ
て
お
り
、
西

岩
田
中
央
環
状
線
で
行
き
止
ま

り
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
西
岩

田
瓜
生
堂
地
区
は
た
だ
で
さ
え

道
が
狭
く
、
近
隣
住
民
に
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
い
る
状
況
が

一
層
深
刻
化
す
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
こ
の
交
差
点
整
備
を

早
急
に
検
討
し
な
く
て
は
い
け

な
い
と
考
え
る
が
、
中
央
環
状

線
西
岩
田
付
近
の
東
西
横
断
は

ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
想
定
し
て

い
る
か
答
え
よ
。

都
市
整
備
部
長

大
阪
中
央
環

状
線
と
の
交
差
部
に
関
し
て
は
、

現
在
の
状
況
ま
ま
完
成
す
る
と

当
該
交
差
部
付
近
の
生
活
道
路

に
通
過
交
通
が
流
入
し
、
交
通

安
全
上
の
課
題
が
発
生
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
生
活
環
境
の

悪
化
を
も
た
ら
す
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
中
区

間
の
整
備
に
あ
わ
せ
た
当
該
交

差
部
の
改
良
に
つ
い
て
も
大
阪

府
に
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
現
状
で
は
、
芳
し
い
回

答
を
頂
け
て
い
な
い
状
況
で
あ

る
が
、
課
題
の
解
決
に
向
け
引

き
続
き
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

－

モ
ノ
づ
く
り
推
進
地
域－

問

東
大
阪
市
は
、
全
国
的
に

も
「
中
小
企
業
の
ま
ち
」「
モ
ノ

づ
く
り
の
ま
ち
」
と
言
わ
れ
て

い
る
中
、
本
市
に
と
っ
て
、
地

域
経
済
活
性
化
の
重
要
な
担
い

手
の
一
員
で
あ
る
製
造
業
の
事

業
所
の
集
積
の
維
持
に
向
け
て
、

東
大
阪
市
住
工
共
生
の
ま
ち
づ

く
り
条
例
に
基
づ
く
「
モ
ノ
づ

く
り
推
進
地
域
」
と
し
て
、
先

般
、
準
工
業
地
域
の
約
九
十
一

％
が
追
加
指
定
さ
れ
、
本
年
四

月
か
ら
適
用
さ
れ
る
よ
う
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
「
モ
ノ
づ
く

り
推
進
地
域
」
と
し
て
指
定
さ

れ
た
地
域
に
つ
い
て
は
、
条
例

に
基
づ
き
、
住
宅
建
築
に
際
し

て
一
定
の
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
条
例
は
全
国
的
に
見
て

も
先
駆
的
な
条
例
で
は
な
い
か

と
考
え
て
お
り
、
製
造
業
の
集

積
を
維
持
す
る
観
点
か
ら
の
さ

ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
で
は

な
い
か
と
考
え
る
が
、
当
局
の

考
え
を
問
う
。

経
済
部
長

製
造
業
の
集
積
を

維
持
す
る
観
点
か
ら
の
さ
ら
な

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
新
た

な
製
造
業
の
立
地
を
支
援
す
る

モ
ノ
づ
く
り
立
地
促
進
事
業
の

対
象
エ
リ
ア
の
拡
充
や
、
平
成

二
十
六
年
度
か
ら
工
場
跡
地
が

工
場
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
促

す
た
め
事
業
用
地
継
承
支
援
対

策
補
助
金
を
交
付
す
る
優
遇
制

度
を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

－

子
ど
も
・
子
育
て

支
援
制
度
に
つ
い
て－

問

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
」
が
平
成
二
十
七
年
よ

り
ス
タ
ー
ト
と
な
る
。そ
こ
で
、

就
学
前
の
公
的
な
資
源
で
あ
る

幼
稚
園
、
保
育
所
を
一
体
的
に

サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
求
め

て
き
た
が
、
公
立
保
育
所
や
公

立
幼
稚
園
は
新
制
度
に
な
れ
ば

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。
本
市

の
幼
稚
園
、
保
育
所
の
連
携
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
を

問
う
。

子
ど
も
す
こ
や
か
部
長

公
立

保
育
所
や
公
立
幼
稚
園
に
つ
い

て
は
、
新
制
度
の
も
と
で
施
設

型
給
付
に
移
行
す
る
。
ま
た
地

域
の
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業

を
は
じ
め
、
公
の
果
た
す
役
割

に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
の
幼
保
連
携
検
討
部
会

に
お
い
て
検
討
し
て
い
る
。

利用ニーズからも閉館後の代替施設

をどうするかが問われる市民会館

一日も早いモノレール南伸が望まれます

日
本
共
産
党

み
ら
い
フ
ォ
ー
ラ
ム

代
表
質
問

西
村

潤
也

民
主
東
大
阪

代
表
質
問

鳴
戸

鉄
哉

自
由
民
主
党

代
表
質
問

岡

修
一
郎

自
民
党
ク
ラ
ブ

代
表
質
問

鳥
居
善
太
郎

東
大
阪
に
し
か
で
き
な
い
立
派
な
市
民
会
館
の
建
設
を
�

地
域
の
利
便
性
向
上
を
図
る
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
�

防
災
拠
点
と
し
て
の
上
下
水
道

局
庁
舎
建
設
を
再
考
せ
よ
�

子
育
て
世
代
を
全
力
で
応
援
せ
よ
�

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
整
備
を
�

（４）第１８２号東 大 阪 市 議 会 だ よ り平成２６年５月１５日（５）


